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2Ha15　 Rhizepas　oryzae （クモ ノス カ ビ）NBRC5384 の胞子 の大量

　　　　　 生 産

　　　　　　0 田中 亮祐，山根 恒夫

　　　　　 　 （中 部 大 、応生 、環 境生物）

　　　　　　 tanaka ＿r＠amano −s．じojp

目的 ；potato−dextorose−agar （PDA ）培地上 で Rhizopus 　orJ7ae 　NBRC5384 （NRRL395

とATCC9363 と 同
一

菌株）（ク モ ノ ス カ ビ）の 胞子 を大量生産 し、その 胞子 を接

種 して 液体培養 しL〔サ 乳酸塩 を効率よ く生産す る。
方法 ：培養時 間、胞子密度、寒天 プ レートの 面積、空気相 高 さ、寒天プ レ

ー
ト

の 置 き方 （寒天プ レ
ー

トを上 向きにす るか 下向きにす るか ）等が胞子生成に 及ぼ

す影響 を調べ た。
結果 と考察 ：接種 した胞子 の 密 度が低 い ほ うが 得られ た 胞子数が よ り高か っ た

（胞子密度効果 ）。寒天平板 培地 26．4cm2 −−289．4cm2 の ス ケ ール ア ッ プ を調べ た

と こ ろ、プ レ
ー

トで 得 られる 胞子数 と プ レ
ート面積 は比 例 した。〔り深 い 空気相

を持 つ ペ トリ皿 を使用 し、〔ii）胞子密度 を非常 に 低 く（1個t26cm2 ）して 、（iii）寒天

プ レートを 逆 さまに する 〔寒天培地が
一

番 上）、とい う条件下で 七 日間 培養 を し

た場 合 に 、胞 子 数は 最大に 達 した。研 究室規模 の 実験 に 基づ い て 、胞子接種か

ら始 め る 100m3 の 工 業的発酵 の ため に 必要 とされる 直径50cm の プ レートの 数は

約 6枚 と推定さ れ 、こ の 結果か ら、こ の よ うな発酵 が 可能で あ る と結論 され た。
「胞子接種か ら始 める工 業発酵」の バ イオ プ ロ セ ス 工 学的意義お よび 「胞子密度

効 果」の 生物学的意義の 両方 を考察す る。著者ら の 知る限 り、こ の報告 はバ イ

オ ブ ロ セ ス 工 学の 観点か らRhin（）pus　orylae 胞子の 大量生産 を目指 した最初の研

究報告で ある 。
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Bacteriocins　of 　lactic　acid 　bacteria（LAB ）are 　natural 　preservatives　that　can 　inhibit

growth　of 　Gram 　positive　bacterial　pa山 ogens ．　Several　bacteriocinogenic　LAB 　were

isolated　fヒom 　various 　Philippine　ferrnented　fbods　and 　many 　of 出 ese　were 　ldentified

山rough 且6S 　rRNA 　sequencing 　as　Pediococczas　aciditaetiei 　andLactobac 〃uspianta 厂um ．
Afew 　were 長）und 　to　possess　good　probiotic　chasracteristics 　hke　 acid 　and 　bi且eヒo且erance

and　adherence 　to 　porcine
｝
s　in：estina 〕mucosa ，　hypoglycernic　efft∋cts，　among 　o出ers，　Few

of 　these　bacteriocins　have 　 been 　purified　to　homogeneity　 and 　 properties出 orough且y
characterized ．　DNA 　fingerprinting　techniques，1ike　 RAPD −PCR　and 　ITS−RFLP，　were
山ihzed　to　differentiate　the　lso］ates ．　The 　structural 　genes　of 出eir　bacteriocins　were 　ahso

ampllfied 　by　PCRand 　subjec亡ed 　to　sequence 　anaLysis ．
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